
小 平 市 平 櫛 田 中 館

小平市平櫛田中館は、田中が晩年に過ごした邸宅を保存したもの

で、昭和59年に開館しました。平成６年にその隣に展示館を建て、

現在は２本立ての施設です。田中の彫刻、書を中心に、田中が収集

した工芸品も展示しています。
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お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
、
大
黒
、
恵
比
寿
な
ど
お
め
で
た
い

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
　
き

１
月
７
日
（
水
）
〜
２
月
８
日
（
日
）

日
常
身
辺
を
取
材
し
た
作
品
か
ら
、
精
神
性
を
感
じ

る
晩
年
の
彩
色
彫
刻
ま
で
、
各
時
代
の
代
表
作
を
展
示

し
、
百
７
年
の
全
生
涯
を
振
り
返
り
ま
す
。
近
年
発
見

さ
れ
、
今
回
初
出
品
と
な
る
作
品
や
、
ふ
だ
ん
は
鑑
賞

す
る
機
会
の
少
な
い
遠
方
の
美
術
館
の
作
品
が
鑑
賞
で

き
る
、
田
中
館
に
お
け
る
最
大
規
模
の
回
顧
展
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

と
　
き

10
月
22
日
（
金
）
〜
11
月
23
日
（
火
・
祝
）

（
予
定
）

★
作
品
は
迫
力
が
あ
り
、
ま
た
田
中

さ
ん
の
人
柄
が
に
じ
み
出
て
い
る
よ

う
な
感
じ
が
し
て
、
す
ば
ら
し
い
方

だ
っ
た
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

（
花
小
金
井
在
住
）

★
晩
年
を
こ
の
閑
静
な
た
た
ず
ま
い

で
過
ご
さ
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
住
ま
い
を
拝
見
し
て
い
る
と
、

す
て
き
な
人
で
、
人
の
よ
さ
が
感
じ

ら
れ
、
田
中
さ
ん
が
出
て
く
る
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
（
花
小
金
井

在
住
）

★
来
年
わ
た
し
は
90
歳
に
な
り
ま

す
。
田
中
さ
ん
の
パ
ワ
U
を
も
ら
っ

て
、
自
分
も
頑
張
ら
な
い
と
。
（
鈴

木
町
在
住
）

★
作
品
を
見
て
落
ち
着
い
た
気
持
に

な
れ
ま
し
た
。
庭
も
ゆ
っ
た
り
し
て

い
て
、
静
か
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
初

め
て
来
ま
し
た
が
、
い
い
発
見
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
（
学
園
東
町

在
住
）

★
宿
題
で
小
平
市
の
有
名
な
人
を
調

べ
る
た
め
に
来
ま
し
た
。
作
品
は
と

て
も
細
か
く
て
、
あ
ん
な
に
木
を
き

れ
い
に
彫
れ
る
の
か
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。（
花
小
金
井
在
住
、
小
学
生
）

★
昔
な
が
ら
の
家
が
印
象
的
で
し

開館時間　午前10時～午後４時（なるべく午後３時30分ま
でに入館してください）

休 館 日 火曜日（祝日の場合は、その翌日）、
年末年始（12月27日～１月５日）

観 覧 料 一般…200円（150円）
小・中学生…100円（80円）
※（ ）内は団体20人以上です。

所 在 地 学園西町一丁目７番５号
交　　通 西武多摩湖線一橋学園駅から徒歩10分
問 合 せ 平櫛田中館 ò042（341）0098

社会教育課　ò042（346）9574

た
。
ま
ず
石
こ
う
の
原
型
を
作
り
、

そ
の
原
型
か
ら
木
彫
作
品
を
作
る
な

ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
（
花

小
金
井
在
住
、
小
学
生
）

★
作
品
が
多
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
「
気
楽
坊
」
の
笑
顔
が
す
ば
ら

し
い
。（
天
神
町
在
住
）

★
田
中
館
の
す
ぐ
近
く
に
60
年
も
住

ん
で
い
な
が
ら
初
め
て
来
ま
し
た
。

（
上
水
本
町
在
住
）

★
作
品
も
り
っ
ぱ
で
し
た
が
、
建
物

も
り
っ
ぱ
で
し
た
。（
津
田
町
在
住
）

★
市
外
の
知
り
合
い
に
、
玉
川
上
水

を
歩
く
際
に
田
中
館
を
見
学
す
る
よ

う
勧
め
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

も
ら
い
に
来
ま
し
た
。
（
学
園
東
町

在
住
）

★
田
中
さ
ん
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た
ん

だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

順
路
に
従
っ
て
進
ん
で
い
く
う
ち
に

よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参

考
室
に
資
料
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に
勉

強
で
き
ま
し
た
。
（
埼
玉
県
川
口
市

在
住
）

★
「
書
」
も
よ
か
っ
た
で
す
。
字
が

力
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
（
東
村

山
市
在
住
）

★
玉
川
上
水
を
よ
く
ウ
ォ
U
キ
ン
グ

し
て
い
て
、
田
中
館
が
途
中
に
あ
っ

て
気
に
な
っ
て
は
い
ま
し
た

が
、
天
気
も
よ
く
、
気
持
が
よ

か
っ
た
の
で
、
初
め
て
立
ち
寄

り
ま
し
た
。（
立
川
市
在
住
）

★
作
品
を
見
て
、
元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
立
川
市
在
住
）

★
友
達
に
連
れ
て
来
て
も
ら
っ

て
、
木
彫
り
の
作
品
の
美
術
館

を
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

（
埼
玉
県
入
間
市
在
住
）

★
こ
ん
な
に
す
て
き
な
美
術

館
、
も
っ
と
み
ん
な
に
知
ら
せ

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
し

た
。（
埼
玉
県
飯
能
市
在
住
）

★
り
っ
ぱ
な
作
品
が
展
示
し
て

あ
り
、
何
度
足
を
運
ん
で
見
に

来
て
も
い
い
で
す
ね
。
ま
た
、

建
物
の
造
り
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。（
府
中
市
在
住
）
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庭園の花カレンダー
１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

10月

12月

つばき、梅

梅、福寿草、さんしゅゆ

白もくれん、桃、じんちょうげ、ぼけ、すみれ

ぼたん、かいどう

しゃくやく、すずらん、はなみずき、しで桜

しゃら、あじさい

姫くちなし

むくげ

つわぶき

さざんか
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平
ひら

櫛
ぐし

田
でん

中
ちゅう

（１８７２―１９７９年）
小平市初の名誉市民・

平櫛田中は、文化勲章を

受章した日本を代表する

彫刻家です。

明治５年に現在の岡山

県井原市に生まれた田中

は、美術批評家の岡倉天

心の指導を受け、日本の

伝統的な木彫技術に西洋

のリアリズムを合わせて、

日本近代木彫を確立しま

した。

昭和45年に小平市に居

を構え、芸術家として世

界最高齢の記録を更新し

て、昭和54年に107歳で

亡くなりました。

田中さんに出会えます

100歳を超えてからも現役の彫刻

家として活躍し、多くの弟子もいた

ことから、田中をモデルとする作品

が数多くあります。

田中館では、村上
むらかみ

炳人
へいじん

、浜田
は ま だ

泰三
たいぞう

、

宮本
みやもと

理三郎
り さ ぶ ろ う

、菅原
すがわら

安男
や す お

の「田中」像

も展示しています。

至五日市
五 日 市 街 道 桜橋 至吉祥寺

交
番

至
国
分
寺
駅

玉川上水

一
橋
学
園
駅

西
武
多
摩
湖
線

一橋大学
小平国際
キャンパス

商大橋

四小

四中

小平市
平櫛田中館

市

外

か

ら

も

た

く

さ

ん

の

方

が

訪

れ

て

い

ま

す

気楽坊
き ら く ぼ う

木彫　昭和36年
指人形がモデルです。田中が晩年、好んで制

作したテーマで、田中館で最も人気のある作品

です。

鏡獅子
か が み じ し

木彫彩色　昭和40年

国立劇場を飾る代表作「鏡獅子」が昭和33年に完成したあと、田中

が自宅にも飾っておきたいと考えて、昭和40年に高さを４分の１程度に

して再制作したものです。日本の伝統表現と西洋の写実とがみごとに融

合した名作です。

いまやらねば 書　昭和44年
生涯現役はこの気概があったから。晩年に趣味で書いた書の評価も高く、たくさんの愛好家がいます。
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◇市報の発行は毎月５日・20日（１月と10月は１日・20日）です。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・
ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は広報広聴課へ問い合わせてください。

利 用 案 内

記念館と呼ばれていま

す。国立能楽堂の設計

で知られる建築家大江

宏の設計で、美しい庭

園や玉川上水の眺めも

楽しめます。展示館は

大江宏の次男、新の設

計によるものです。

春・秋のお茶会

庭園では、春（４月

下旬）と秋（10月下旬）

にお茶会を行っていま

す。日程は市報、小平

市ホームページでお知

らせします。

しん


